
































ーツク海からも宗谷暖流の流入が弱まるために衰退し,冬～春は,12～1 月頃に COW よりやや高温
な沿岸親潮前駆水（F-COW）の流入と同時に強い順圧流が支配的になることを示した．第 4 章では,船
底式 ADCP による直接測流と CTD による水温・塩分データから沿岸親潮流量(CO 流量）を見積もると
ともに,その流量変動が陸棚域の海洋構造に及ぼす影響を調べた．CO 流量は季節変動を示し,極大にな
る時期と COW の分布域が極大になる時期は一致しないことがわかった．この流量減少に伴い,CO の傾
圧ジェットを伴う密度フロントが沖から岸へ移動することで,相対的に高塩分な OW が沖合域から陸棚






 最終試験は，審査委員一同出席の下，平成 28年 2 月 16 日に行われた．学術論文は 2編が第一者
として公表済み（日下彰他, 海の研究, 2009;Kusaka, A. et al., J. Oceanogr., 2013）である．
この他，第 1 著者として受理済みの査読有の論文が 1 編あること，社会人入学者であることからす
でに日本海洋学会,水産海洋学会において数十回以上発表していることを確認した．論文の内容，およ
び発表における受け答えから判断して，研究計画の立案，調査，解析方法を十分に身につけている
と認められる．合同セミナーの出席時間も要件を満たしていることを確認した．公表論文 1編は英
語で書かれており，さらに国際会議において英語で発表しており，英語の学力については問題ない
と判断した．論文内容について最終確認のための質疑応答を行い，その内容は十分であった．一方，
専門知識については公開発表会（2月 16 日）の質疑応答時や受理審査時でのディスカッションを含
め十分であると審査委員一同確認した．以上から，学生について博士論文審査，最終試験とも合格
と判定した． 
 
